
─ 44 ─

授 業 Ⅱ

社 会 科 学 習 指 導 略 案
６年３組　33名　指導者　　柳　田　健　一　

１　小　単　元　　天皇中心の国づくり

２　指 導 計 画（概念構造図）

（中心概念） （基本的内容） （基礎的事項）
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①　法隆寺は世界最古の木造建築物で，日本初の世界文化遺産で，

聖徳太子が建てたこと。

・聖徳太子・法隆寺

・世界文化遺産

②　聖徳太子は，冠位十二階や十七条の憲法を定めたこと。小野

妹子らを隋に派遣し，政治の仕組みなどの大陸文化を積極的に

摂取しようとしたこと。

・小野妹子・冠位十二階・

十七条の憲法・遣隋使

③　中大兄皇子や中臣鎌足が蘇我氏を倒し，天皇中心の国づくり

をめざしたこと。

・中大兄皇子・中臣鎌足・

蘇我氏・大化の改新

・租調庸・律令制・天皇

④　聖武天皇は，仏教の力で社会の不安を鎮め，国を治めようと

して国分寺や大仏を造る命令を出したこと。

・聖武天皇・大仏・国分

寺・平城京・遷都

⑤　奈良の大仏は，行基らの活躍により，全国から人々や物資を

集めて造られたこと。

・行基・開眼式

⑥　遣唐使や留学生によって，中国の進んだ文化や大陸の文物が

もたらされたこと。聖武天皇は，これら中国の進んだ文化や政

治の仕組みを国づくりに生かそうとしたこと。

・鑑真・遣唐使・留学生・

正 倉 院・ 大 宰 府 政 庁・

鴻臚館・渡来人

⑦　藤原道長は，娘を天皇の后にするなど天皇との結びつきを強

め絶大な権力をもち，豊かなくらしをしていたこと。( 本時 )

・藤原道長・平安京・寝

殿造・望月の歌

⑧　貴族が権力をもち栄えていた平安時代には，日本風の文化が

生まれたこと。

・ 紫 式 部・ 清 少 納 言・

十二単・束帯・大和絵

３　本　　　時（７／９）

　⑴　目　　標

　藤原氏が絶大な権力を握るようになった理由を考えるとともに，当時の貴族のくらしの様子を屋敷の

想像図や食事などの資料を活用して調べ，読み取ることができるようにする。

　⑵　評価規準

　望月の歌や家系図から藤原氏が権力を握った理由を考えるとともに，屋敷の想像図や食事などの資料

を活用して，当時の貴族の豊かなくらしの様子を読み取っている。　　　　　【観察・資料活用の技能】

　⑶　指導に当たって

　本時は，小単元全体における「調べる」過程の第５時である。藤原道長を中心とした貴族が，天皇と

の血縁関係を築くことで政治の実権を握るようになったことや貴族の豊かなくらしの様子を，様々な資

料を活用して調べ，読み取らせたい。

　まず，「つかむ・見通す」過程において，藤原道長が大きな力をもつことになった理由を全体で考え

させる。その際，道長の三女威子が後一条天皇の皇后になったときの祝いの席の想像画と藤原氏の家系

図を活用して調べさせ，娘を天皇の后にするなどして，天皇との結びつきを強くしたことに気付かせた

い。そこから，「権力をもった道長ら貴族がどのようなくらしをしていたか。」という学習問題を立てる。

　つぎに，「調べる」過程から「まとめる・生かす」過程においては，貴族のくらしの様子を寝殿造の

想像図を活用して，個やグループ，全体と学習形態を工夫しながら調べ，「子どもによる進行」を中心

にまとめさせる。その際には，調べる前に予想した「○○なくらし」をキーワードに，貴族と庶民の食

事を比較して考えたり，くらしにかかわる「衣食住」について項目ごとにまとめたりすることで，考え

の根拠が資料をもとに述べられるように促したい。

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　本授業での主体性を伸ばすために，「つかむ・見通す」過程において，一人一人に考えをもたせる調べ

学習の時間を設定するとともに，「一人・グループ・みんな」の学習形態を工夫し，「子どもによる司会・

板書」を中心にした「子どもと進める授業」を行うことは有効であるか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　  指導の手立て　　※評価

過
程

時
間

形
態 主 な 学 習 活 動 と 指 導 の 手 立 て ・ 評 価 教材等

つ
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・
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ん
な
で

１　司会団が，前時の振り返りをする。

・奈良時代には，聖武天皇を中心に，

天皇中心の国づくりが行われたぞ。

・仏教をはじめ，大陸の文化が多く伝

わったぞ。

用語カード

日本地図

10

２　教師の補説から，学習問題を立てる。

・都が平城京から平安京に変わって，

時代が奈良から平安時代に変わった

のか。

・貴族の藤原氏は，なぜ，大きな権力

をもつことができたのかな。　

　大きな権力をもった貴族は，どのよう

なくらしをしていたのだろうか。

３　予想する。

　・豊かなくらし　・ぜいたくなくらし

　・恵まれたくらし　・にぎやかなくらし

　・めんどうなくらし　・便利なくらし

　　など。　

祝いの席の

想像画

藤原氏の家

系図

望月の歌

　

調

べ

る

　

5
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４　一人で調べる。

・衣食住で分けて調べるといいな。

・貴族でない人たちと比べてみると，

どんなくらしだったか分かるぞ。

学習シート

10

５　グループで話し合う。

・衣：男の人は束帯，女の人は十二単

を着ていたよ。重たそう。

・食：鯛や白米，蘇というチーズも食

べているよ。豪華な食事だ。

・住：寝殿造という大きなやしきに住

んでいた。豪邸だ。

・和歌や蹴鞠，雛祭りや七夕などが

あった。

※　貴族のくらしについて資料を

活用して調べ，読み取っている。

【観察・資料活用の技能】

短文カード

（ホワイトボード）

ま
と
め
る
・
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す

15

み
ん
な
で

６　みんなで話し合う。

・庶民と比べると，ぜいたくなくらし

といえそうだ。

・雛祭りや七夕，相撲などは，今の私

たちの生活にも受け継がれている行

事や風習だな。

短文カード

に関連した

資料

2

７　司会団を中心に，まとめる。

　平安時代の貴族は，大きなやしきに住み，ぜいたくな食事をするなど豊か

なくらしをしていた。また，ひな祭や七夕，節分など，今に残る行事や風習

を行っていた。

８　教師の補説を聞く。

　

　本時は，時代が奈良から平

安に変わり，都も平城京から

平安京（京都）に変わったこ

とを押さえる。

　「○○なくらし」とくらしの

様子を一言で表現させ，調べ

る際のキーワードにさせる。

　話し合って分かったことを，

短文カードに記入させ，発表

の準備をさせる。

　想像画と家系図から天皇と

の血縁関係に気付かせる。

　本時の学習の評価と次時に関連

する話をして意欲付けをする。

　資料の選択や衣食住に分け

て調べるなどの調べ方を個別

に指導する。

　短文カードを使って調べた

ことを発表させ，カードの言

葉を使ってノートにまとめさ

せる。カードに合わせて，図

表など資料を掲示させる。

○　達成している子どもには，短文カー

ドに要旨を記入させる。

○　達成していない子どもには，衣食住

や行事などの調べる観点を与える。


